
  

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

２０２２年度 

（通算 NO３３） 

般社団法人 

〇 さらに挑戦を 
 
 

裏面 〇＜特集＞ 巡回展報告 
 
 
 

９月、１０月の研究会はコロナ感染が非常に勢いを増している状況で

もありますので、７月と同じくリモートで行います。 

７月は６６名の参加となりました。 

研究会については、すでにこの「事務局だより」で案内をしていま

すが、詳しいことは事務局だよりＮＯ８，またホームページの「作品研

究会」をご覧ください。 
 

一般社団法人 

２０２２・８・２０ 

般社団法人 

. 

事務所 ☏ 03-3824-9128 

般社団法人 

 

日展に応募する皆様に 
 

日展に応募予定者は、研究会にぜひ参加ください。 

少しでも良い作品にし、できるだけ多くの入選者が出ることを願っています。 

応募用紙などは事務所に連絡ください。 

＜ 注 意 ＞      
審査員を含め、日展関係者には金品の贈答は行わないこと。この件については日

展より周知徹底するように注意事項となっております。受け取った場合は、送り主

の氏名を日展に報告することになっております。 

今年度の審査員に錦織重治（常務理事・庶務主任）が選考されました 
 

 

９月、１０月の研究会はどのような作品、どなたでも参加
できます。主に日展出品者向けになります。 
日展には一般から会員までまた年齢を問わず出品でき
ます。ぜひ応募ください。２０１９年は４名、２０年は９名
２１年は３名の初入選が示現会からありました。 
昨年日展の審査員で日展特別会員、井上事務責任者
からの言葉をぜひ参考に！                                         

 

              「良い絵」 
を描きたいというの 

は示現会に参加している人、全員 
の思いではないでしょうか。では自身に 

とって「良い絵」とはどんな絵なのでしょう。 
自分独自の構成、色使いができ、表現しようとした 
ことが、思うように描けた、ということでしょうか。 
しかし、実際にはなかなか思うような作品になりません。 
たくさんの作品を制作し、１つ１つ積み重ねていく事し 
かないと思われます。 
一つの手がかりとして今まで発表した自分の作品を 
もう一度見直し、上手くいったところを見つけ、それを次
の作品に取り込んでいくこと。 
また、他の作家の描いた自分が思う作品に近いも
のを見つけ、その作品の構図、色彩を研究し 
てみるのも良いですね。 

  
   （文責・佐藤祐治） 
 

 

昨年の日展会場 
 
 

藤川紀子（会員） 
キャンバスを運ぶ努力から解
放され、新しい挑戦として、作
品の写真を上手に取ることの
難しさを知った。指導内容を繰
り返して冷静に聞き取り、何度
も確認し、納得して次に進め
た。他の方々の作品批評を聞
くことで、学ぶものも多かった
が、リモート形式では無理なの
で残念です。１週間前の締め
切り曜日に間に合うように計
画的に仕事を進めるよう努力
したいと思います。ご指導大変
ありがとうございました。 
 

 

研究会の参加
者からの感想
です。 
 
 

 

 

参加される方は
必ず研究会案内
を確認し、締め切
り日に遅れない
ようにしてくだ
さい。 

 
「日
展
挑
戦
」  

井
上 
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八
月
七
日
、
今
日
は
立
秋
。
日

展
作
品
は
そ
ろ
そ
ろ
形
が
見
え

て
き
ま
し
た
か
。
示
現
会
で
評
価

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
ろ
か

ら
、
日
展
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
か

と
思
い
は
じ
め
る
。
そ
の
た
め
の

研
究
会
も
準
備
さ
れ
て
る
、
制
作

途
中
の
キ
ャ
ン
バ
ス
を
木
枠
か
ら

外
し
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
し
て
研

究
会
会
場
に
行
く
。
自
信
に
満
ち

た
顔
の
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間
が
す
で
に
き
て
い

る
。
自
分
の
番
が
ど
ん
ど
ん
迫
っ

て
く
る
。
見
て
も
ら
わ
ず
に
帰
ろ

う
か
な
。
い
や
駄
目
だ
、
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番
が

来
た
。
お
や
？
何
も
言
わ
れ
な
い

ぞ
。
い
や
誰
か
何
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言
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て
る
。

で
も
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を
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通
り
し
て
い

く
。
会
場
で
は
理
解
で
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か

っ
た
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と
が
、
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エ
で
キ
ャ
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バ
ス
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張
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終
え
た
ら
、
講
師
の

指
摘
が
よ
み
が
え
っ
て
き
た
。
そ

れ
か
ら
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我
夢
中
の
制
作
、
そ
し
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仕
上
げ
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自
信
満
々
で
応
募

す
る
。
ハ
ラ
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ラ
ド
キ
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、
入
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発
表
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で
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こ
の
気
持
ち
の
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ぶ

り
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は
も
う
、
示
現
会
出
品

で
は
な
か
っ
た
な
ー
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発
表

日
、
ポ
ス
ト
に
薄
っ
ぺ
ら
い
封
筒

が
身
を
小
さ
く
し
て
は
い
っ
て

る
。
「陳
列
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り

ま
し
た
」
。
こ
の
屈
辱
、
敗
北
感
。

「
俺
は
も
う
だ
め
な
ん
だ
、
絵
を

描
く
資
格
な
ん
て
な
い
ん
だ
」
こ

れ
を
克
服
し
て
何
回
か
挑
戦
す

る
。
そ
し
て
つ
い
に
、
発
表
の

日
、
分
厚
い
封
筒
が
速
達
で
届

く
。
「
つ
い
に
や
っ
た
、
俺
も
日

展
作
家
に
な
っ
た
、
天
才
か
も

し
れ
な
い
」
。
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス

タ
ー
の
よ
う
な
失
落
と
高
揚
。

絵
を
描
く
こ
と
の
本
質
で
は
な

い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
絵

を
描
き
続
け
る
原
動
力
に
は

な
っ
て
い
る
。 

あ
な
た
も
、
示
現
会
出
品
だ

け
で
は
体
験
で
き
な
く
な
っ
た

こ
の
高
揚
感
、
そ
し
て
他
流
試

合
の
緊
張
感
を
味
わ
っ
て
み
ま

せ
ん
か
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台湾の台北市に隣接する新北市にある「李梅樹記
念館」で楊造化さん（１９７５年・第２８回示現会展入選）
の回顧展が開催され、台湾在住、示現会会員の周
天竜さんが娘さんと一緒に記念の講演を行いまし
た。 

写真の 

裏面 

示現会創立の時、中心となって活躍した石川寅治先生は
台湾で多くの作家たちを指導しましたが、楊造化さんはそ
のうちの一人になります。その後太平洋美術学校で学び示
現会展にも出品しました。台湾では非常に有名な画家の一
人で、又周天竜さんとは一緒にヨーロッパ取材に出かける
など親交を深めました。 
李梅樹記念館は生前、芸術制作や美術運動に力を注ぎ、

東京美術学校で習得した写実的な画風を生涯に渡って貫
きながら、台湾郷土の美を愛し、台湾の美術運動における
「万里の長城」と称された李梅樹氏の業績を保存するため
に設立されました。 
今回楊造化さんの回顧展を開催するにあたり、周天竜さ

んと、長年楊造化さんを研究してきた娘さんの周音谷（準
会員）が「画家の目で世界を見る・旅先の画家楊造化の絵
画の人生と風景について語る」と題し講演しました。 
 
なお台湾からは４月の７５周年記念示現会展に会員４名を
含め、２３名が出品しました。台湾がんばれ！ 

青森展 
昭和 24 年、第 2 回示現会展が開催された年に青森県支部

（弘前支部）が設立され、巡回展が毎年のように実施されてき

ました。青森県出身の創立会員である奈良岡正夫先生（後に

示現会会長）のご指導を受けながら大きく発展してきた支部で

したが、今回の巡回展は体調不良や高年齢化により半数の６

名しか出席できず、アルバイトをお願いして急場をしのぎまし

た。どの支部も同じような問題を抱えていると思いますが、来

年以降については巡回展の開催は難しいということで話し合

いました。今後は研究会を主体としながら支部の活動を進める

こととしました。 

 コロナの爆発的な感染拡大で参観者は減少したものの、作

品については好評をいただきました。 

公募展では若い人も参加して盛り上がりました。 今回は弘前

の新聞社が開催日前に大きく報道してくれ大きな宣伝効果と

なりました。（写真） 

青森県支部長 相馬賢二 

 

４月の兵庫支部を皮切りに巡回展は７月の青森県支部で９会場

が終了しました。コロナ感染者が急激に増えていく状況の中での

巡回展の開催は非常に厳しいものがあります。 

８月３０日からは京都、さらに長岡、名古屋、金沢と続きます。 

お近くに立ち寄った際にはぜひ会場におよりください 

講
演
会
の
様
子 

展覧会会場で周さん（前列左
から３人目）を囲んで 

周さん親子での解説 


